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各機関の震源メカニズム解・
断層モデル

3



各機関が公表するメカニズム解（まとめ）
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機関名
地震の
規模

深さ 走行（度） 傾斜（度）
すべり角
（度）

震源球

気象庁
（CMT・全世界）

Mw7.0 38 km 203 / 29 22 / 68 85 / 92

防災科研
（F-net） Mw7.0 35 km 216 / 30 17 / 73 96 / 88

防災科研
（AQUA） Mw7.1 35 km 207.6 / 30.2 27.6 / 62.4 87.7 / 91.2

GEOFON Mw7.0 35 km 192 / 35 15 / 75 67 / 95

USGS Mw7.1 24 km 203 / 42 19 / 72 72 / 96

GEOSCOPE Mw7.1 31 km 212 / 33 25 / 65 88 / 91

Global CMT Mw7.0 24 km 201 / 32 21 / 70 80 / 94

※2024年8月9日10時時点の情報



気象庁
CMT

（全世界）
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https://www.data.jma.go.jp/eew/data/
mech/fig/world2024080816420000N31
4800E13142000300071.html



防災科研（F-net）
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https://www.fnet.bosai.go.jp/event/tdmt.php?_
id=20240808074200&LANG=ja



防災科研（AQUA）

7https://www.hinet.bosai.go.jp/AQUA/aqua_catalogue.php?LANG=ja
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GEOFON

https://geofon.gfz-potsdam.de/eqinfo/event.php?id=gfz2024pmny



USGS

https://earthquake.usgs.gov/
earthquakes/eventpage/us60
00nith/moment-tensor
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GEOSCOPE
http://geoscope.ipgp.fr/index.php/en/catalog/e
arthquake-description?seis=us6000nith



Global CMT
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https://www.globalcmt.org/CMTsearch.html



断層モデル（USGS）
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https://earthquake.usgs.gov/earthquakes
/eventpage/us6000nith/finite-fault



津波波形による断層モデル

13https://iisee.kenken.go.jp/staff/fujii/Miyazaki2024/tsunami.html

図１：津波波源モデル
赤は隆起、青は沈降（0.05 m間隔）
USGSの震源メカニズムを採用

図２：津波の最大水位（計算値）と津波波形
赤が観測波形、青が計算波形

（建築研究所・東京大学地震研究所）



日向灘周辺の地震の
長期評価との比較
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長期評価の対象領域と今回の地震

15
日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf

今回の地震

プレート間地震、
フィリピン海プ
レート内の地震
を評価

フィリピン海プ
レート内の地震
を評価

白色の破線はIwasaki et al.（2015）による海溝軸



注1 地震発生確率を「不明」としたものについては、その評価対象地震に分類した地震の回数を記載した
注2 本評価で評価対象領域・地震を再編したため、場所と規模の範囲が異なり、厳密には初版と対応しない
注3 プレート間地震とフィリピン海プレート内の地震を区別せずに評価した
注4 過去に発生したことは知られていないが、1662年の地震（M7.6）は巨大地震であった可能性がある。Ioki et al.（2020）により、

1662年の地震（M7.6）に伴う津波は、ひとまわり小さい地震として評価した地震に伴う津波よりも大きい可能性が指摘されている
注5 評価対象領域を細分化できず、巨大な領域設定になったため 注6 Mtは津波マグニチュード
注7 津波の原因には諸説あり、地震像が明らかでないことから、地震活動として評価することが現時点では困難と判断したため

将来発生する地震の評価今後30年以内の地震発生確率（2022年1月1日時点）
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評価対象地震 規模 地震発生確率
確率計算に

使用した地震注1 初版の評価注2

日向灘周辺

日向灘の巨大地震注3 M8程度 不明 －注4 －

日向灘のひとまわり小さい地震注3 M7.0～7.5程度 80%程度 1919年以降の5回
M7.6程度：10%程度

M7.1程度：70～80%程度

安芸灘～伊予灘～豊後水道の
沈み込んだプレート内のやや深い地震

M6.7～7.4程度 40%程度 1600年以降の7回 M6.7～7.4：40%程度

九州中央部の沈み込んだプレート内の
やや深い地震

M7.0～7.5程度 不明 1600年以降の1回 不明

南西諸島海溝周辺

南西諸島周辺及び与那国島周辺の巨大地震注3 M8.0程度 不明 1600年以降の1回 －

南西諸島周辺のひとまわり小さい地震注3 M7.0～7.5程度 不明注5 1919年以降の4回 不明

与那国島周辺のひとまわり小さい地震注3 M7.0～7.5程度 90%程度以上 1919年以降の12回 M7.8程度：30%程度

南西諸島北西沖の沈み込んだプレート内の
やや深い地震

M7.0～7.5程度 60%程度 1919年以降の3回 不明

1771年八重山地震津波タイプ Mt注6 8.5程度 地震発生確率を評価しない注7 －

Ⅲランク ：26%以上
（高い）
Ⅱランク ：3～26%未満
（やや高い）
Ⅰランク ：3%未満

 Ｘランク ：不明



将来発生する地震の評価日向灘周辺の地震活動の評価

日向灘を震源域とする地震 注1 1662年に発生した地震（M7.6）は巨大地震で
あった可能性がある。羽鳥（1985）はこの地
震に伴う津波が日向灘で発生した最大級の津
波であるとしたほか、Ioki et al.（2020）は、
他のひとまわり小さい地震に比べて、この地
震の津波の規模が大きいことを指摘。

確率計算に
使用した地震

1919年以降の5回

発生頻度 約20.6年に1回

今後30年以内の
地震発生確率

Ⅲランク

（80%程度）

地震規模 M7.0～7.5程度

評価した地震の発生年注2

1662注1、1769、1899、

1931、1941、1961、1968、1984
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1662年日向灘の地震に伴う津波堆積物と
津波浸水シミュレーション結果

（伊尾木圭衣氏提供資料に加筆）

日向灘のひとまわり小さい地震の震央分布

発生頻度 不明

今後30年以内の
地震発生確率

Xランク

（不明）

地震規模 M8程度

日向灘の領域内のみを震源域とす
る巨大地震は知られていない注1

留意点
• 震源決定精度の問題等があるため、プレート間地震とプレート内地震を区別せずに評

価する。
• 地震の発生頻度は一定で、時間が経過しても地震の起こりやすさが変わらないと仮定

して、地震発生確率を計算。
• 南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）では、南海トラフのM8～9クラスの地震

について日向灘を震源域の一部に含めている。詳細は南海トラフの地震活動の長期評
価（第二版）を参照。

注2 1498年にも地震があったとされているが、
原田・他（2017）によってこの地震の存
在に否定的な見解が出されている

宮崎県日南市小目井

地形データはGEBCO 2020 Gridを使用した

今回の地震



日向灘のひとまわり小さい地震の長期評価
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日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf



過去の日向灘のひとまわり小さい地震による被害等
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日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震活動の長期評価（第二版）
https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf



日向灘及び南西諸島海溝周辺の
地震活動の長期評価（第二版）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa
/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf

日向灘周辺で発生した過去の地震と今回の地震

今回の地震

M6.7 以上。1919 年より前は宇佐美・他 （2013）、宇津（1999）、1919 年以降
は気象庁震源カタログによる。 
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フィリピン海プレート上面
の等深線との比較

今回の地震

日向灘及び南西諸島海溝周辺の
地震活動の長期評価（第二版）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa
/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf

21



過去の日向灘の地震との震源域比較
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Yagi et al. (2001, EPS)

1931-1984年 （M6.7以上） 1996年10月（M6.6）、12月（M6.6）

今回の地震

震源分布（2024年8月8日10:00～8
月9日9:51, 気象庁）

日向灘及び南西諸島海溝周辺の地震活動の
長期評価（第二版）

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/hyuganada_2.pdf
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気象庁震度分布（2024/8/8 16:55発表）

日向灘の地震を想定した強震動評価と観測震度の比較

https://www.jishin.go.jp/main/kyoshindo/pdf/20050926hyuganada.pdf

日向灘の地震を想定した強震動評価

1662年日向灘地震（M7.6）を想定した
強震動評価



南海トラフ評価対象領域と今回の地震

https://www.jishin.go.jp/main/chousa/kaikou_pdf/nankai_2.pdf

南海トラフの地震活動の長期評価（第二版）

今回の地震

24




